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本報では，海上自衛隊呉基地内に残る旧呉鎮守府の地下施設群のうち，旧電話綜合交換所の遺構につい

て，遺構の概要について示すとともに，過去の調査の内容と施設の構造ならびに 2017 年から著者らが取

り組んでいる調査で明らかとなった内部の現状について報告している．また，戦時中の施設の用途につい

て，各種史料により考察している．文献調査の結果から，本遺構は戦時中から電話交換施設として使用さ

れていたことが推察されるとともに，戦後に英連邦占領軍が進駐して以降も引き続き電話交換施設として

利用されたことが明らかとなった． 
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1. はじめに 

 

戦前に旧日本海軍の拠点の一つである呉鎮守府が置か

れた呉市では，昭和 20（1945）年 3月 19日の呉軍港空

襲をはじめ，同年 5月 5日に広地区海軍工作庁，6月 22

日に呉海軍工廠への爆撃が行われるなど，度重なる空襲

の被害を受けた．特に同年 7月 1日夜半から翌 2日早朝

にかけての空襲では，市街地の大半が焼失し多くの市民

が犠牲となった 1)．このような状況の中で，軍の重要施

設や軍需工場等を空襲の被害から守るために，市内や周

辺地域に数多くの地下施設が建設された．こうした地下

施設は終戦後に埋められたり入口が塞がれたりするなど

して徐々に姿を消してきたが，現在でも存在を確認でき

るものも少なくない．国土交通省が実施した平成 29 年

度特殊地下壕実態調査結果 2)によると，平成 30年 3月現

在で全国に現存する地下壕は 8,474 箇所にのぼる．「特

殊地下壕」とは，“戦時中に旧軍，地方公共団体，その

他これに準ずるものが築造した防空壕等 2)”のことであ

り，広島県内（政令指定都市である広島市を除く）では

801 箇所が確認されている．これは，政令指定都市を除

く都道府県別で最も多い鹿児島県（1,700 箇所）に次い

で，全国で２番目に多い数値である．呉市内で確認され

ている地下壕は 648箇所で広島県内の約８割を占めてお

り，単独の市町村では全国で最多となっている．呉市内

に建設された地下施設の数が全国的に見ても突出してい

ることが分かると同時に，すでに埋戻し等の処理がなさ

れたものも多いことを考慮すれば，戦時中にはさらに多

くの地下施設が建設されていたものと考えられる． 

このように戦時中に建設された地下施設の中でも規模

が大きなものとして，旧呉鎮守府の敷地内に残る地下施

設の存在が挙げられる．著者らは，平成29（2017）年よ

り海上自衛隊呉地方総監部と共同で旧呉鎮守府（現在の

海上自衛隊呉基地）内の地下施設群の調査・研究に取り

組んできた．本報では，そのうちの一つである旧電話綜

合交換所について報告する．なお，本報の内容は文献3)

及び 4)で発表した内容に一部加筆し，内容を再構成した

ものである． 

 

2. 遺構の概要 

 

旧呉鎮守府の敷地の多くは，現在は海上自衛隊呉基地

として活用されている．旧呉鎮守府庁舎（現海上自衛隊

呉地方総監部第一庁舎）の西側に「大階段」と呼ばれる

庁舎から海側へと続く石造の階段があり，その南側に隣

接する写真-1に示す半地下構造物が旧電話綜合交換所で

ある．昭和 53（1978）年 5月に呉地方総監部によって作

成された『呉地方総監部旧防空壕の現状』に示されてい

る旧電話綜合交換所及び地下通路の平面図を図-1に示す． 
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写真-1 旧電話綜合交換所の西側外観 

 

 

図-1 旧電話綜合交換所及び地下通路の図面 

図-2 旧電話綜合交換所平面図) 

 

 

図-3 旧電話綜合交換所断面図 

 

図-1より，旧呉鎮守府庁舎が建つ丘陵地の地下に，縦

横に伸びる地下通路が造られていることが分かる．図に

示されている地下通路の出入口のうちいくつかはすでに

塞がれており，内部の土砂の堆積により現在では調査が

不可能な箇所も存在している．昭和58（1983）年に同じ

く呉地方総監部が作成した『旧防空ごうの現状』に示さ

れている旧電話綜合交換所の平面図及び断面図を図-2及

び図-3に示す．旧電話綜合交換所の主要構造物は，平面

規模が東西，南北ともに約22m，高さは最大で約7.5mで，

その上部に約 3m の盛土がなされている．内部はかまぼ

こ型の空間とその西側及び南側に接続する２階建て部分

とで構成されている． 

 

3. 過去の調査内容と施設の構造及び内部の現状 

 

呉地方総監部が平成元（1989）年に作成した『老朽本

庁舎の改善及び地下壕の整備活用』によると，本遺構は

昭和 20（1945）年に駐留軍に接収された後，昭和 31

（1956）年11月に駐留軍から返還され，翌年5月に中国

財務局から海上自衛隊の所管となった．以降，しばらく

の間は薪炭庫として使用されたようであるが，その後は

雑多な物品が置かれた物置のような状態であった．その

間，昭和 53（1978）年，同 58（1983）年，平成元（1989）

年の３回に渡って調査が行われており，地下通路の構造

や土砂の堆積状況，コンクリート強度の確認や劣化状況

の調査等が行われたことが判明している． 

その後，海上自衛隊呉地方総監部からの協力依頼を受

けて平成29（2017）年より著者らを含む研究者や呉工業

高等専門学校，広島工業大学の学生有志によって調査が

行われている．一連の調査の成果に基づき，平成 30

（2018）年 6 月に日本遺産「鎮守府 横須賀・呉・ 佐世

保・舞鶴～日本近代化の躍動を体感できるまち～」の構

成文化財として追加認定された．また，同年 9月には土

木学会から選奨土木遺産にも認定されている．なお，登

録名称はその後の研究成果を反映して登録当初から一部

変更されていることに注意されたい． 

写真-2から写真-5に平成 29（2017）年からの調査で撮

影した旧電話綜合交換所及び地下通路の現状を示す．写

真-2のかまぼこ型の広い空間は，東西（写真の奥行き方

向）が約 15m，南北（写真の左右方向）が約 14m，高さ

が約 6m であり，コンクリート製の壁の厚さは 1m から

2mとなっている． 
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写真-2 旧電話綜合交換所内のかまぼこ型空間 

 

写真-3 旧呉鎮守府庁舎海側から地下通路へと繋がる階段 

 

写真-4 コンクリート製の壁面で覆われた地下通路 

 

写真-5 素掘りの状態で岩盤がむき出しの地下通路 

 

地下通路はコンクリート製の部分と素掘りの状態の部

分とがあり，一部は掘りかけと思われる部分もあること

から，終戦時にはまだ建設途中であったことが窺われる．

旧電話綜合交換所，地下通路ともに一部で表面のコンク

リートの剥離や内部の鉄筋もしくは鉄骨の腐食などが見

られる．また，素掘りの状態となっている部分では岩盤

の花崗岩が風化して下には土砂が堆積しており，今後も

風化は経年とともに進むものと思われる． 

平成元（1989）年に実施された調査によると，かまぼ

こ型の空間のコンクリート部分は径 25.4mm の丸鋼もし

くは山形鋼 L-50×50×4 を用いて補強されている．昭和

19（1944）年 10 月に発行された『耐弾構造規準』5)によ

ると，コンクリートの 28 日圧縮強度が 150 kgf/cm2（≒

14.7 N/mm2）の場合に天蓋及び側壁の厚さ 1.5mを満たす

ものを「甲耐弾式」（おおよそ 250kg爆弾または中口径

砲弾の直撃に耐える）としているが，本施設は概ね「甲

耐弾式」以上の性能を想定して設計されたものであると

考えられる．ただし，『耐弾構造規準』に掲載されてい

る内容とは配筋方法が異なるなどの相違点があり，本施

設が『耐弾構造規準』に従って設計されたものであるか

は現時点では定かではない． 

4. 施設の用途について 

 

 著者らが本遺構の調査を開始した時点においては，こ

の施設の用途は旧呉鎮守府司令部の地下作戦室であると

されていた．しかしながら，戦後すぐの時期に旧呉鎮守

府が作成したと考えられる文献 6)には，図-4に示すよう

な手描きの図が残されており，図の中央右側に描かれて

いる旧呉鎮守府庁舎や大階段の隣には「呉鎮守府電話綜

合交換所」と記載されている．また，電話綜合交換所に

繋がる地下通路には「呉鎮守府勤務員用防空壕」と記載

されており，図の左下には「呉鎮守府戦斗指揮所」の記

載が見える．戦時中に旧呉鎮守府に勤務していた上川繁

人氏が記した『思い出の記』7)の中では，図-5 に示すよ

うに電話綜合交換所の位置に「地下交換」と記載されて

おり，これとは別に「地下作戦室」の記載がある．以上

を踏まえると本遺構は戦時中に電話交換施設として使用

されていたものと考えられることから，本報では本遺構

について「電話綜合交換所」の呼称を採用している．な

お，上述の地下作戦室については次報にて報告する予定

である． 
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図-4 呉鎮守府庁舎其ノ他位置図（抜粋）6) 

 

図-5 『思い出の記』7)に掲載されている施設配置図（抜粋） 

 

写真-6 BCOFが撮影した旧電話綜合交換所の外観 

 

写真-7 BCOFが撮影した旧電話綜合交換所の内部の様子 

 

戦後に呉地域に進駐した英連邦占領軍（British 

Commonwealth Occupation Force，以下 BCOF）が撮

影した写真がオーストラリア戦争記念館に所蔵され

ており，旧電話綜合交換所の写真が複数確認できた．

写真-6及び写真-7は昭和 23（1948）年 9月 8日に撮

影したとされるものであり，写真の注釈によると，

“ドーバー交換所”と呼ばれたこの施設は，BCOF

の通信連隊司令部の施設として１日に約 8,000 件の

電話交換処理をしていたとのことである．このよう

に，戦後に電話交換施設として使用されていたこと

からも，本遺構の用途が当初から電話交換施設であ

ったことが推察される． 

 

5. まとめ 
 

本報では，海上自衛隊呉基地内に残る旧呉鎮守府

の地下施設群のうち，旧電話綜合交換所の遺構につ

いて，その概要とこれまでの調査で明らかとなった

過去の調査内容や内部の現状，構造について報告す

るとともに，戦時中の施設用途について推察した．

今後は海軍施設の施工に関する教範を参考に本遺構

の設計仕様について検討する．次報では，基地内に

確認されているもう１つの地下施設に関する調査結

果について報告する予定である． 
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